
科名：アブラナ科アブラナ属

花言葉：快活な愛 明るさ 豊かさ、小さな幸せ

2013.4.4芝川第一調整池

黄色の花が春の陽に輝く風景は春を満喫出来る野草の一つです。今は、３月の初旬ですが、

房総などでは早くから菜の花が咲いています。このへんではそろそろかなー。

上の絵の中央下の花は、クサノウです。

見沼田んぼ・野草スケッチ「ナノハナとクサノオウ」



「ナノハナ」アブラナ科アブラナ属の花の総称

原産地： 西アジアから北ヨーロッパの大麦畑に生えていた雑草

生育地： 川原や荒れた土地にも繁茂

茎 丈： 30～80cm

葉 ：

花期 ： 2月～5月

花・花色： 黄色

種子 ：果実 セイヨウアブラナの実、黒。日本在来種のナノハナの種は赤。

特徴 ： 菜種油を採取する

名前の由来： ナノハナは菜種油を取るアブラナ と切花などの観賞用や野菜にする

ハナナの総称

Wikipedと四季の山野草のサイトより、18.3.5


